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５月９日（火）１３：３０～１４：３０　第１０回　検数労連２３春闘交渉


物価高騰への対応、要求額との関係では不満が残るものの、継続した料金収受への取り組み強化を要請して、現到達をもって機関手続きに入る旨を表明。





【全日検　２３春闘有額回答】（最終）





１．２０２３年３月３１日在籍者の２０２３年４月１日以降の賃金を次により引き上げる。





職　員（４月１日在籍満年齢）


（１）定期昇給　　　１，6００円


（２）一　律　　　　２，０００円


（３）職務経験加算


　①　５年未満１，４００円、１０年未満１，９００円、


　　１５年未満２，４００円、１５年以上３，４００円。但し、休務期間は、勤続年数


（１ヶ月未満は切捨）から控除とする。


（全国平均：職員６，０４１円）


（４）その他身分については、支部で決定する。


（５）『定期昇給の減額または停止』及び『休職・復職等の取扱』は従来どおりとする。





２．２０２３年度時間外算定基礎分母１５２時間を１５１時間とする。





３．２０２３年４月１日以降の徹夜休日及び休息日の保障手当を月額制賃金の１５２分の６．０時間から１５１分の６．５時間とする。





４．見習職員（１８歳高卒）の初任給を１６６，０００円から１６８，０００円に改定する。





５．実施日：２０２３年４月１日より実施する。


以　上





【日検協会　２３春闘有額回答】（最終）





賃金引上げについて


　２０２３年３月３１日以前に採用した職員の賃金引上げに関し、次の通り回答する。





１．本　給


（１）定期昇給　　　　　　　　　　（平均　２，９９４円）


　①　１９才から５５才まで　　　　　３，０００円


　②　５６才から５９才まで　　　　　２，５００円





（２）定額昇給　　　　　　　　　　（平均　３，２００円）


　　　１９才から５９さいまで　　　　３，２００円





２．時間外算定基礎分母


　　現行１５２時間を１５１時間とする。





３．２０２３年度初任給


　　１５６，０００円とする。（高卒・１８才）





４．実施期日


　　協定時に在籍している者を対象とし、２０２３年４月１日より実施する。


　


以上





【両協会への取り組み要請文（要旨）】





２３春闘中央港湾団交の『基本合意』に基づく取り組み要請





　標記に関し、第５回中央港湾団交での『基本合意』に基づき、各中央単組並びに各地区港湾に対して別途の『２３春闘当面の取り組み指示』を発出しました。検数労連は第９回春闘交渉終了後、中央闘争委員会を開催し、下記の要請内容を取りまとめ両協会に対して提出していくことを確認しました。


　つきましては、中央港湾団交での『基本合意』を踏まえたうえで料金確保等の取り組みを強化していただきますよう要請いたします。


　　　　　　


記


　検数両協会は政府施策『パートナーシップによる価値創造のための転嫁円滑化施策』に基づく得意先への料金折衝等、労働環境整備に資する原資確保の取り組みを強化すること。


以上








【第１０回春闘交渉】


　５月９日（火）組合は両協会に対し、再度、諸要求を含めた修正回答を求め交渉を行いました。





【全日検】


　前回の交渉で労組から再考を求められ、今日まで検討を重ねたが、現回答は人材確保の観点からも努力した回答であり、これ以上の修正は困難であることを理解願いたい。また、中央港湾団交での協定内容に基づき、引き続き料金確保に向けた取り組みを進めて行く。





【日検協会】


　これまでの交渉の中でも説明してきた通り、現回答は最大限努力した回答であり、これ以上の修正回答は出来ないことを理解願いたい。



































































































































【組合主張】


　組合は休憩を挟み、現到達点について議論を行った結果、次の通り主張をしたうえで機関手続きに入る旨を表明しました。


【両協会に対して】


　賃金引き上げについては、要求額との関係では未到達であり、諸物価高騰に見合った回答になっておらず不満を残す結果となった。


　２２春闘比で金額的な上積みは『料金収受』の証として受け止める。


　別添『２３春闘中央港湾団交の「基本合意」に基づく取り組み要請』については、通年課題と位置づけ本部・支部で連携を図りながら取り組みを強化していくこと。


　『産別春闘協定に基づく継続協議課題の履行』については、春闘終了後、それぞれの企業内労使課題の中で精力的にすすめていくこと。

































































次回交渉：５月１２日（金）１４時～　第１１回検数労連２３春闘交渉








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


